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小山ダムの定礎式－2

ダﾑ建設の安全と地域の発展を願う

表文化会館で第24回市民ギｬﾗﾘｰ
紙「第14回舂の山野草展」

北村珪子さん(本町）

今回は高萩山草会の会員など

54人が参加し、それぞれに丹精

込めて育てた287点の山野草

を展示しました。この時期に合

わせて花を咲かせるのが大変で

したが、みなさんに喜んでいた

だけてよかったです。

守っているよ、交通ルール 4
■

みんなのひろば 8

情報宅配便 12
○『市報』読者アンケートにご協力ください

○無料の法律相談を開きます



ダ
ム
エ
事
の
安
全
と

地
域
の
発
展
を
願
う

4月27日（金）、横川地区で建設工事
こやま

が進んでいる小山ダムの定礎式が、工事

現場のえん堤で行われました。当日は、
まさる

橋本昌茨城県知事をはじめ県や市､工事

関係者など約280人が出席。みなさんが

見守る中、工事の安全と地域の発展を
みかげいし そせき

願って、御影石の礎石がえん堤中央部分

に納められました。

今月号では、この定礎式の様子と建設

が進む小山ダムを紹介します。

零
脅
響
争
脅
拶
惑
拳
零
魯
等
奪
舎
鯵
傘
脅
噂
喰
婁
今
懲
簿
簿
・
錯

雑
鍛
え
ん
堤
に
礎
石
を
納
め
る
錬
繊

“
鯵
繁
繁
翰
鯵
鯵
齢
鯵
脅
争
奪
令
今
冬
今
奪
嘩
警
参
今
警
鯵
継

定
礎
式
は
家
の
建
築
で
言
え
ば
上
棟
式

に
あ
た
り
、
大
き
な
建
造
物
を
造
る
過
程

で
あ
る
程
度
の
形
が
で
き
た
時
に
行
わ
れ

る
儀
式
で
す
。
ダ
ム
建
設
で
は
、
本
体
基

礎
と
な
る
中
心
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

あ
る
程
度
打
ち
上
が
っ
た
時
点
で
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
工
事

の
無
事
を
感
謝
し
、
今
後
も
事
故
が
な
い

よ
う
に
願
う
と
と
も
に
、
ダ
ム
建
設
で
は

事
業
の
早
期
完
成
と
地
域
の
発
展
を
願
っ

て
開
か
れ
ま
す
。
ダ
ム
建
設
に
伴
う
こ
の

定
礎
式
は
、
県
内
で
は
平
成
元
年
に
行
わ

れ
た
十
王
ダ
ム
定
礎
式
以
来
、
一
二
年
ぶ

り
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

定
礎
式
の
内
容
は
神
事
や
定
礎
の
儀
、

式
典
な
ど
が
あ
り
、
建
造
物
の
種
類
に

よ
っ
て
そ
の
内
容
も
若
干
違
っ
て
き
ま

す
．
こ
の
日
の
神
事
で
は
、
土
地
を
守
る

神
や
職
人
の
神
を
祭
っ
た
後
、
強
固
で
立

派
な
ダ
ム
が
完
成
す
る
よ
う
祈
願
し
ま
し

た
。
続
く
定
礎
の
儀
で
は
、
多
く
の
出
席

者
が
見
守
る
中
、
下
の
一
連
の
写
真
が
示

‐

今巽
山 ム

す
よ
う
に
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
御
影
石
の

表
面
に
「
定
礎
」
と
刻
み
込
ん
だ
礎
石
を

え
ん
堤
の
中
に
納
め
ま
し
た
。

定
礎
式
の
中
で
も
大
き
な
役
割
を
占
め

る
こ
の
定
礎
の
儀
は
、
古
来
か
ら
伝
わ
る

形
に
沿
っ
て
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

き
や

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
木
遣
り
の
歌
に

合
わ
せ
て
工
事
関
係
者
に
よ
り
礎
石
が
会

場
内
に
運
び
込
ま
れ
、
会
場
中
心
部
分
に

あ
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
四
方
、
深
さ
約
五
○

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
窪
み
の
中
央
に
礎
石

を
固
定
。
続
い
て
、
代
表
者
に
よ
っ
て
数

回
に
わ
た
り
礎
石
の
周
囲
に
モ
ル
タ
ル
等

を
入
れ
て
固
め
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
久

な
ら

保
清
市
長
は
コ
テ
で
モ
ル
タ
ル
を
均
し
て

い
み
ご
て

整
型
す
る
「
齋
饅
の
儀
」
を
、
矢
代
洋
三

市
議
会
議
長
は
礎
石
を
木
槌
で
叩
い
て
安

い
み
づ
ち

定
さ
せ
る
「
齋
槌
の
儀
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
所
に
ダ
ン
プ
カ
ー
に
積
ま
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
流
し
込
ま
れ
、
最
後

に
工
事
関
係
者
に
よ
り
均
一
に
均

》

さ
れ
て
、
約
三
○
分
に
わ
た
る
定

礎
の
儀
が
終
了
し
ま
し
た
。
ほ
ん

の
ひ
と
と
き
出
席
者
に
注
目
さ
れ

た
礎
石
は
、
こ
の
時
を
境
に
永
久

に
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、

え
ん
堤
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
眠

り
に
つ
き
ま
し
た
。

蕊

引
き
続
き
同
じ
会
場
で
行
わ
れ

た
式
典
で
、
式
辞
に
臨
ん
だ
橋
本

韓
哨
誕
避
瀦
遮蕊

め
の
ダ
ム
建
設
に
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
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「
定
礎
の
儀
」
の
流
れ『舞春蕊'蕊蕊蕊蕊蕊窪舞霊ゞ鳶“ ､≦蕊……－

10人の工事関係者が担ぎ棒を使い､約100kgの礎
石を会場内に運び込んで始まります。 ’

えん堤の窪みに納められた縦36cm、横52c耐、厚
さ20cmの礎石を金具で固定します。 、、， _」
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ま
す
。
工
事
が
無
事
終
了
す
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
こ
の
ダ
ム
が
地
域
の
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
に
役
立
て
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
県
議
会
関

係
者
や
地
元
の
代
表
者
に
よ
っ
て
く
す
玉

が
開
か
れ
る
と
、
出
席
者
全
員
で
無
事
故

で
の
完
成
を
願
う
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、

定
礎
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

畿
繋
奪
鵜
嘩
噌
巻
奪
噂
零
簿
簿
零
傘
鐵
零
畿
蟻
懲
慧
聯
穆
↓
畢

識
完
成
は
、
平
成
一
七
年
度
末
繊

ゞ
需
零
拳
拳
挙
識
拳
奪
謬
幣
拳
筆
霧
霧
籍
鶴
翁
熱
拳
簿
霧
霧
患

小
山
ダ
ム
は
大
北
川
総
合
開
発
事
業
と

し
て
県
と
高
萩
市
、
北
茨
城
市
が
協
力
し

て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
は

大
北
川
の
河
川
氾
濫
を
防
ぐ
洪
水
調
節
の

ほ
か
、
水
道
・
工
業
用
水
や
農
業
用
水
の

供
給
な
ど
で
、
治
水
を
は
じ
め
利
水
の
役

割
を
果
た
す
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

県
下
最
大
と
な
る
そ
の
規
模
は
、
え
ん

堤
の
高
さ
が
六
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
四

六
二
メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
量
は
一
六
六
○

万
立
法
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
大
き
さ
は
、
昭

和
四
八
年
に
完
成
し
た
花
貫
ダ
ム
と
比
較

す
る
と
え
ん
堤
の
高
さ
で
約
一
・
五
倍
、

長
さ
で
約
二
倍
、
そ
し
て
総
貯
水
量
で
は

約
六
倍
に
も
な
り
ま
す
。

計
画
か
ら
完
成
ま
で
長
い
年
月
を
要
す

る
ダ
ム
建
設
で
す
が
、
小
山
ダ
ム
の
こ
れ

ま
で
の
経
過
は
、
昭
和
四
六
年
の
予
備
調

査
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
昭
和
六
二
年

茨
城
県
久
慈
水
系
ダ
ム

建
設
事
務
所

所
長
小
松
靖
男
さ
ん

ー

ダムエ事では、えん堤となる本体

を非常に強固なものにしなければな

りません。そのため地上に見えない

部分の星礎工事には、大変な労力と

時間がかかります。今回の定礎式は

それらの工事が終り、えん堤の地上

部分まで工事が進んだ段階で行った

もので、全体の建設事業の流れでも

大きな節目となりました。

県内最大規模となる小山ダムは、

ダムそのものの機能と合わせて地域

活性化の起爆剤としても大きな期待

が寄せられています。これからは地

域のみなさんといっしょにダムの周

辺整備について考えていきたいと思

います。

か
ら
は
計
画
地
内
に
か
か
る
横
川
小
山
地

区
一
五
戸
の
家
屋
の
移
転
が
始
ま
り
、
平

成
六
年
に
本
体
工
事
着
工
。
平
成
一
二
年

に
な
る
と
本
体
工
事
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

に
よ
る
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、
現
在

ま
で
に
全
体
の
約
六
割
の
工
事
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

完
成
は
、
平
成
一
七
年
度
末
の
予
定
。

小
山
ダ
ム
建
設
工
事
は
、
調
査
か
ら
完
成

ま
で
実
に
三
五
年
を
要
す
る
非
常
に
大
き

な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
礎
式
を
終
え
て
さ
ら
に
本
格
的
な
工

事
が
進
む
小
山
ダ
ム
。
花
園
花
貫
県
立
自

然
公
園
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
建
設

さ
れ
る
こ
の
ダ
ム
は
、
観
光
資
源
と
し
て

も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
雄
大
な
ダ

ム
の
姿
を
楽
し
み
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
と
お
し
て
気
軽
に
自
然
と

ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
周
辺
環
境
の
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

ー

工事関係者により均一に均

して終了。 〆鷺’
礎石を納めた窪みの中にダンプカーに

積まれたコンクリートを流し込みます。

関係者によりモルタルを使って

礎石の周囲を固めます。 》' ‘ :を
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1『雛篭塞測州榊熟＃震矧

守っているよ､交通ルール‐

入学式からあっという間に2か月が過ぎました。僕らはやっと学校に慣れて、楽しくな
ってきました◎でも、ランドセルはまだちょっと重くて大変です。学校への行き帰りは、
車も多く注意しながら時には緊張して歩いています。ときどきスピードを出して走ってく
る危ない車があります。大人のみなさん、安全運転で僕たちを守って下さい。

生活環境課523-7031

登下校は僕たちにまかせて1

交通安全リーダー誕生
市
内
で
は
１
日
平
均
２
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
旭
年
の
人
身
事

故
発
生
率
は
、
２
年
前
と
比
べ
る
と
認
。
５

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
隣
の
十
王
町
、
北
茨
城
市
と
比
較
し
て

も
、
人
口
１
万
人
あ
た
り
の
人
身
交
通
事
故

発
生
率
が
高
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

僕
ら
は
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
、
学

校
ま
で
お
友
達
と
楽
し
く
通
学
し
ま
す
。
歩

き
な
が
ら
、
今
日
一
日
の
出
来
事
を
考
え
る

と
、
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。
だ

か
ら
急
に
ス
キ
ッ
プ
し
た
り
走
り
だ
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

僕
ら
は
学
校
ま
で
の
道
の
り
を
自
分
な
り

に
車
や
自
転
車
に
注
意
し
な
が
ら
歩
い
て
い

ま
す
。
横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
、
「
右
・
左
・

右
」
と
確
認
し
て
、
手
を
挙
げ
て
渡
り
ま
す
。

で
も
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
車
が
わ
き
を
通

る
と
ひ
や
つ
と
し
ま
す
。
安
全
の
た
め
に
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

ゆ
っ
く
り
港
裁
唾
辱
〃
〃
″

高萩地区交通安全母の会連合会で

は、市内の小学校5．6年生16人を、

交通安全リーダーに委嘱しました。

委嘱されたみなさんは、集団登下校

時のリーダーとしてグループの交通

安全に努めます。子どもたち自らが

交通安全の意識を持ち、また、 自分

たちの活動に責任を持つことによっ

て、安全に楽しく学校に通えると期

待されています。

‐

人口1万人当たり

の人身交通事故

発生率

平成12年中の高萩警察署管内､市町別交通事故発生状況

｜
’

過去3年間の市内の交通事故

人身事故ｒ
Ｌ

161

211 き’4／11 （水） 秋山小学校で行われた

委嘱状交付式の様子

4

市町別

高萩市

北茨城市

十王町

‘人身事故

223
． ‘0便、

62

死者数

1

I

27

者数 物損事故

9

事故合計

752

6

2

333

78

644

176

903

238

高萩市

町

64.55件

鶚鶚‐

、

‐～～

平成10年

Ⅱ年

12年 ＃1”蕊』

死者数傷者数

3 194

4 267

1 1 273

物損事故 事故合計

473

514

529

634
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